
　

こ
こ
ろ
の
悩
み
ご
と
な
ど
に
、
専

門
の
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

・
７
月
９
日

（
毎
月
第
２
火
曜
日
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

●
相
談
番
号 

☎
４
３
・
６
６
５
５

　
　
　
　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

★

★★

夏
休
み
中
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

❶
二
種
混
合　

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

【
対
象
者
】

・
小
学
６
年
生
（
平
成
13
年
４
月
２

日
～
平
成
14
年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

※
で
き
る
だ
け
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

❷
麻
し
ん
風
し
ん
（
２
期
）

【
対
象
者
】

・
平
成
26
年
４
月
に
小
学
校
入
学
の

人
（
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
４
月
１
日
生
）

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

※
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

❸
日
本
脳
炎

【
接
種
勧
奨
者
】
接
種
回
数
は
不
足

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
平
成
25
年
度
に
７
、８
歳
に
な
る
人

　

１
期
初
回
接
種
（
１
、２
回
目
）

・
９
、
10
歳
に
な
る
人 

　

１
期
追
加
接
種
（
３
回
目
）

・
18
歳
に
な
る
人

　

２
期
（
４
回
目
）

７
月健康

診
査（
地
区
健
診
）

毎
年
恒
例
！
大
人
気
の

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

【
受
付
時
間
】

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
健
診
日
・
会
場
】

10
日
（
水
）
東
地
区
公
民
館

11
日
（
木
）
東
地
区
公
民
館

12
日
（
金
）
小
桜
地
区
公
民
館

22
日
（
月
）
小
幡
地
区
公
民
館

23
日
（
火
）
葦
穂
地
区
公
民
館

30
日
（
火
）
林
地
区
公
民
館

31
日
（
水
）
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】
フ
ッ
化
物
塗
布
を
希
望

す
る
未
就
学
児

【
内
容
】 

歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指

導
・
フ
ッ
化
物
塗
布

※
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
石
岡
地
区

【
日
時
】
７
月
17
日
（
水
）

・
午
後
１
時
～
１
時
20
分 

受
付

【
定
員
】
15
人

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

　

健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を
除

く
）
や
、
が
ん
検
診
は
、
次
の
①
か

ら
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
、
負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

①
満
70
歳
以
上
の
人

②
65
～
69
歳
の
人
で
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
の
対
象
者

③
健
診
（
検
診
）
日
現
在
、
生
活
保

要
件
該
当
で
健
康
診
査
や

が
ん
検
診
が
無
料
に

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
の
参
加
者
募
集
！

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の

電
話
相
談

石
岡
地
区　

９
月
実
施

総
合
健
診
申
し
込
み

受
け
付
け
ま
す

護
法
に
よ
る
被
保
護
者

④
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
（
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
）

⑤
障
が
い
の
重
度
判
定
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ
・
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　

③
④
に
該
当
す
る
場
合
は「
健
診（
検

診
）
負
担
金
免
除
証
明
願
」
が
必
要
で

す
。
③
は
福
祉
事
務
所
、
④
は
市
役
所 

税
務
課
か
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
で

証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
⑤
に
該
当

す
る
人
は
、
健
診
（
検
診
）
日
に
障
害

者
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推

進
員
）
は
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち

の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
自
分
自

身
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
身
近
な
人

た
ち
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
く

生
活
で
き
る
よ
う
、
食
事
を
通
し
た

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や

公
民
館
で
行
う
調
理
実
習
な
ど
で
す
。

お
い
し
く
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
推
進
し
な
が
ら
子
供
た
ち
や
近
所

の
人
た
ち
と
交
流
を
す
る
活
動
で
す
。

【
実
施
日
】
８
月
22
日
（
木
）、
９
月

４
日
（
水
）・
20
日
（
金
）、
10
月
17

日
（
木
）・
31
日
（
木
）、
11
月
６
日

（
水
）・
26
日
（
火
）、12
月
26
日
（
木
）

の
全
８
回

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

【
内
容
】
調
理
実
習
、
食
生
活
に
関

す
る
話
、
施
設
見
学
な
ど

【
場
所
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
講
習
終
了
後
に
食
生
活
改

善
推
進
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人

【
募
集
人
数
】
約
30
人

【
申
込
方
法
】
７
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た

は
直
接
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
習

会
受
講
生
募
集
！

●
７
月
10
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時　

石
岡
市
役
所

●
７
月
25
日
（
木
）

午
後
１
時
15
分
～
４
時

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
八
郷
店

献
血
へ
の
ご
協
力
を

ゆ
で
豚
と
ト
マ
ト
の
和
え
物

　

中
華
風

★
幸
せ
は
食
事
か
ら
★

【
会
場
・
健
診
日
】

・
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

・
９
月
６
日
（
金
）、
７
日
（
土
）

【
健
診
当
日
受
付
時
間
】

午
前
７
時
～
10
時
30
分

【
申
込
方
法
】

７
月
22
日（
月
）か
ら
８
月
２
日（
金
）

ま
で
、石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
窓
口
で
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
順
に
受
付
時
間
を
割
り

振
り
、
総
合
健
診
受
診
券
を
郵
送
し

ま
す
。

※
40
歳
以
上
で
、
健
康
診
査
を
受
診

す
る
人
は
、
総
合
健
診
受
診
券
の
ほ

か
に
特
定
健
康
診
査
受
診
券
ま
た
は

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
受
診
券
と

保
険
証
が
必
要
で
す
。

※
検
査
項
目
、
負
担
金
な
ど
は
広
報

い
し
お
か
４
月
１
日
号
に
折
り
込
ん

だ
年
間
予
定
表
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
項
目
・
負
担
金
（
70
歳
以
上
無
料
）】

●
子
宮
が
ん
検
診

　

20
歳
以
上　

１
５
０
０
円

●
乳
が
ん
検
診

・
超
音
波

　

30
～
65
歳 

１
０
０
０
円　

・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
２
年
に
１
回
）

　

40
～
49
歳　

１
５
０
０
円

　

50
～
69
歳　

１
０
０
０
円

【
会
場
】
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
検
診
日
時
】

・
８
月
26
日
（
月
）、
27
日
（
火
）、

八
郷
地
区

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

集
団
検
診

29
日
（
木
）、
30
日
（
金
）、
９
月
５

日
（
木
）

・
午
後
０
時
20
分
～
１
時
10
分

【
申
込
方
法
】
７
月
16
日
（
火
）
～

24
日
（
水
）
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
に

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
窓
口
で
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
日
の
定
員

（
子
宮
が
ん
１
０
０
人
、
乳
が
ん
50

人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
検
診
を
希
望
す
る
場
合

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
受
診

券
を
発
行
し
ま
す
。
有
効
期
間
は
発

行
日
か
ら
１
か
月
間
で
す
。

【
発
行
期
限
】

　

平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

　

食
事
づ
く
り
を
子
ど
も
と
一
緒
に

す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
は
か
ら
れ
、
子
ど
も
の
「
や
り

た
い
」「
で
き
た
」「
お
い
し
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
育
て
ま
す
。
お
父
さ

ん
の
参
加
も
待
っ
て
い
ま
す
。

【
実
施
日
・
場
所
】①
７
月
30
日（
火
）、

31
日
（
水
）
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

②
７
月
25
日
（
木
）、８
月
３
日
（
土
） 

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
対
象
】
４
歳
児
～
就
学
前
の
親
子

【
定
員
】
１
日
15
組
の
親
子

【
内
容
】
紙
芝
居
や
歌
、親
子
で
ク
ッ

キ
ン
グ
な
ど

【
申
込
方
法
】
７
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
各
実
施
場
所
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

（
１
人
分
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
５
４
㎉
、

塩
分
０
・９
ｇ
）

◆
材
料
（
４
人
分
）

豚
も
も
肉
２
８
０
ｇ
・
ト
マ
ト
大
１
個
・

き
ゅ
う
り
１
本
・
き
く
ら
げ
（
乾
燥
）

４
ｇ
・
Ａ
｛
し
ょ
う
が
適
宜
・
長
ね
ぎ

1/3
本
・
に
ん
に
く
少
々
｝・
赤
唐
辛
子

　

少
　々

Ｂ
｛
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
４
・

砂
糖
小
さ
じ
１
強
・
酢
大
さ
じ
２
・
だ

し
汁
小
さ
じ
４
｝

◆
作
り
方　
　

❶
鍋
に
、
し
ょ
う
が
・
長
ね
ぎ
の
青

い
部
分
（
分
量
外
）
を
入
れ
て
湯
を

沸
か
し
、
豚
肉
を
１
枚
ず
つ
広
げ
て

入
れ
る
。
肉
の
色
が
変
わ
っ
た
ら
冷

水
に
と
り
、
よ
く
水
気
を
切
っ
て
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。

❷
ト
マ
ト
は
く
し
切
り
に
、
き
ゅ
う

り
は
縦
半
分
に
切
っ
て
か
ら
斜
め
薄

切
り
に
す
る
。

❸
き
く
ら
げ
は
水
で
戻
し
て
さ
っ
と

ゆ
で
、
一
口
大
に
切
る
。

❹
Ａ
を
そ
れ
ぞ
れ
み
じ
ん
切
り
に

し
、
小
口
切
り
に
し
た
赤
唐
辛
子
、

Ｂ
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
❶
～
❸
を
和
え

る
。

●
こ
の
レ
シ
ピ
は
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

さ
ん
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

２１　 広報いしおか７月 1 日号  №１８６ 広報いしおか７月 1 日号  №１８６　２0

健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

【
日
時
】
７
月
22
日
（
月
）・
８
月
26

日
（
月
）
午
前
９
時
15
分
～
９
時
30

分
受
付　

※
正
午
終
了
予
定

【
対
象
】
妊
婦
と
そ
の
家
族

【
内
容
】
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
、
ス

ト
レ
ッ
チ
、
妊
娠
中
・
産
後
の
食
事

の
話

【
場
所
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

【
申
込
方
法
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

に
電
話
ま
た
は
窓
口
へ
申
し
込
み
く

マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
を

実
施

★★

だ
さ
い
。

★★



サンド市　今月は 20 日（土）
日時  第３土曜日  午前 11 時～午後３時
場所  香丸・中町・御幸通りの参加店前、
まちかど情報センター
　中心街の店先を借りて、趣味の手作り
品、園芸品などを展示販売。新鮮野菜も
並びます。フリーマーケットも大歓迎！
参加者募集中。

時
憶記
の

生涯学習課
シリーズ 92

☎43-1111
（内線1233）

常
陸
国
風
土
記
と
は
何
か
？

　

茨
城
県
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
大

変
貴
重
な
古
文
書
で
あ
る
常
陸
国
風

土
記
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

は
具
体
的
に
こ
の
書
物
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
月
か

ら
数
回
に
わ
た
り
特
集
し
ま
す
。

　

和
銅
６
年
（
７
１
３
）、
元げ
ん
め
い明
天

皇
の
治
世
に
「
太だ

じ
ょ
う
か
ん

政
官
」
と
い
う
当

時
の
大
蔵
省
や
宮
内
省
な
ど
の
役
所

を
統
括
す
る
最
高
機
関
か
ら
、
全
国

の
下
級
機
関
に
「
太だ

じ
ょ
う
か
ん
ぷ

政
官
符
」
と
い

う
命
令
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
文
書
で
は
、
①
国
名
や
郡
名

に
は
縁
起
の
良
い
字
を
使
う
こ
と
②

各
地
で
と
れ
る
銀
や
銅
・
顔
料
・
草

木
・
動
物
・
虫
な
ど
を
記
録
す
る
こ

と
③
各
地
の
地
名
の
由
来
や
古
老
の

昔
話
を
記
録
す
る
こ
と
な
ど
が
命
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
太
政
官

符
」
の
①
の
命
令
を
受
け
「
三
野
」

が
「
美
濃
」
に
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
残
り
の
②
③
の
命
令
を
受

け
て
記
述
し
た
も
の
が
風
土
記
な
の

で
す
。　

　

ま
た
、
常
陸
風
土
記
は
「
常
陸

の
国く

に

の
司

つ
か
さ、

解げ

す
」
と
い
う
書
き

出
し
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
解げ

ぶ
み文

」
と
い
う
下
級
機
関
か
ら
上

級
機
関
に
提
出
さ
れ
る
公
文
書
の
形

態
で
、
常
陸
国
風
土
記
は
、
常
陸
国

司
が
都
の
上
級
機
関
に
回
答
し
た
文

書
な
の
で
す
。

　

風
土
記
は
全
国
各
地
で
作
成
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
現
存
す
る
の
は
出
雲
・
播
磨
・

肥
前
・
常
陸
・
豊
後
の
５
か
国
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

　

①
～
③
の
命
令
か
ら
、
元
明
天
皇

の
地
域
支
配
を
確
立
し
よ
う
と
い
う

意
図
が
見
え
隠
れ
し
ま
す
が
、
今
と

な
っ
て
は
、
奈
良
時
代
の
常
陸
国
の

風
俗
な
ど
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
情

報
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

常
陸
国
風
土
記

編
さ
ん
１
３
０
０
年 
特
集
①

７
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
折
り
紙
教
室 

27
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

・
育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

   

参
加
者
募
集
！ 

対
象　

未
就
園
児
（
０
～
４
歳
）

   

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
30
分
～

・
心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
し
ば
ら
く
お
休
み
し

　
　

ま
す
。

・
ち
り
め
ん
小
物  

第
１
・
３
土
曜
日 

午
後
１
時
～

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
（
向
か
い
側
）・
臨
時
駐
車
場
（
土
橋
通
り
）

を
利
用
く
だ
さ
い
。

石
岡
市
国
府
３-

１-

16　

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

休
館
日　

木
曜
日　
　
　

   

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

ま 

ち 

か 

ど 

情 

報 

セ 

ン 

タ 

ー 

ニ 

ュ 

ー 

ス

編
さ
ん
開
始
１
３
０
０
年

　
　

常
陸
風
土
記
を
巡
る
Ⅱ

　

風
土
記
に
見
え
る
茨
城
郡
（
現
石
岡
市
）
と

行
方
郡
（
現
行
方
市
）
の
郡
家
（
跡
）、
郡
寺

（
廃
寺
）、
駅
家
（
跡
）
に
焦
点
を
合
わ
せ
探
訪

し
ま
す
。
史
跡
、
関
連
史
跡
、
景
勝
地
も
含
め
、

風
土
記
の
記
述
に
沿
っ
て
探
訪
す
れ
ば
、
再
発

見
の
醍
醐
味
が
味
わ
え
る
で
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
出
発

集
合
場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

※
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
集
合

案
内
人　

長
谷
川 

功
先
生

参
加
費　

５
０
０
円
（
要
予
約
）

石岡ルネッ散歩ボランティア募集
　
「
石
岡
新
風
土
記
」
企
画
制
作
中
。

取
材
ス
タ
ッ
フ
や
出
演
者
募
集
中
で
す
。

石
岡
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
放
送
）
取
材
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

期
日　

７
月
27
日
（
土
）
～
８
月
11
日
（
日
）

場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

※
お
化
け
屋
敷
の
制
作
、
出
演
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
か
ど
お
化
け
屋
敷

夏休み特別企画

昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も

放
送
さ
れ
た
あ
の
恐
怖
を
再
び
…

ま
ち
を
歩
い
て
、
出
会
っ
て
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
て
、

元
気
に
な
る
。

まちかどバザール
日時　第１水曜日　午前 10 時～開催！
出店自由で参加者募集中。新鮮野菜やお
菓子、手作り品の販売など。

▲編さん地に立つ石碑（石岡小学校内）

広報いしおか７月 1 日号  №１８６　２2

歌
え
！
多
摩
川
高
校
合
唱
部
・
ジ
ョ

ン
万
次
郎　

海
を
渡
っ
た
サ
ム
ラ
イ

魂
・
宇
宙
へ
「
出
張
」
し
て
ま
す

※
第
41
回
茨
城
新
聞
小
学
生
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
に
つ
い

て
も
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。

ド
」
で
借
り
て
く
だ
さ
い
。

★
貸
出
冊
数　

１
人
１
冊
ま
で

★
貸
出
期
間　

１
週
間
（
延
長
は
で

き
ま
せ
ん
）

※
対
象
学
年
の
み
の
貸
し
出
し
と
な

り
ま
す
。

第
59
回 

青
少
年
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル 

全
国
課
題
図
書

　
　メ

ガ
ネ
を
か
け
た
ら
・
な
み
だ
ひ
っ

こ
ん
で
ろ
・
わ
た
し
の
い
ち
ば
ん
あ

の
こ
の
１
番
・
い
っ
し
ょ
だ
よ

　
　く

り
ぃ
む
パ
ン
・
ジ
ャ
コ
の
お
菓
子

な
学
校
・
こ
お
り
・

ゾ
ウ
の
森
と
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス

オ
ム
レ
ツ
屋
へ
よ
う

こ
そ
！
・
有
松
の
庄

九
朗
・
は
る
か
な
る

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
永
遠
に
捨
て
な

い
服
が
着
た
い

　
　
　
　
　

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
の
月
・
フ
ェ
リ
ッ
ク

ス
と
ゼ
ル
ダ
・
ぼ
く
が
宇
宙
人
を
さ

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
７
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
６
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
７
月
の
お
は
な
し
会
》

・
20
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館

《
７
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
13
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校

中
学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
お
よ
そ
30
分
で
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

【休　館　日】
８月

 5・12
19・26 

27 

７月
 1・8

15・22 
25・29 
 

《
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
返
却
ポ
ス
ト
設
置
》

　

閉
館
時
に
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
返

却
が
で
き
る
専
用
ポ
ス
ト
を
設
置
し

ま
し
た
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
の

図
書
は
従
来
通
り
開
館
時
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

《
歴
史
講
座
「
常
陸
国
風
土
記
と
石

岡
市
」》

　

常
陸
国
風
土
記
１
３
０
０
年
を
記

念
し
て
、
前
・
茨
城
県
立
歴
史
館 

史
料
学
芸
部
長
の
黒
澤
先
生
の
案
内

で
歴
史
の
旅
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

・
日
時　

７
月
20 
日
（
土
）

   

午
後
２
時
～
４
時

・
場
所　

中
央
図
書
館　

３
階
読
書

室
（
参
加
無
料
）

・
講
師　

黒
澤　

彰
哉　

氏

・
対
象　

一
般
（
先
着
50
名
）

・
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
課
題
図
書
の
貸
し
出
し
を
開
始
》

　

７
月
２
日
（
火
）
か
ら
石
岡
市
内

に
住
む
小
・
中
学
生
を
対
象
に
夏
休

み
の
課
題
図
書
を
貸
し
出
し
ま
す
。

必
ず
、
自
分
の
「
図
書
館
利
用
カ
ー

小
学
校
低
学
年

小
学
校
中
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学
校

　

食
は
生
活
を
し
て
い
く
な
か
で
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
栄
養
士
手
作
り
の
シ
ア

タ
ー
や
絵
な
ど
を
使
っ
て
「
食
べ
る

こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
」、「
食
事

の
マ
ナ
ー
」
や
「
衛
生
」
に
つ
い
て

話
し
ま
す
。
そ
の
日
の
お
話
の
内
容

に
対
す
る
質
問
だ
け
で
な
く
、
子
育

て
中
の
食
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。

※
第
３
金
曜
日 

午
前
10
時
15
分
～

　

保
育
士
と
一
緒
に
、
親
子
で
折
り

紙
や
お
絵
描
き
・
パ
ズ
ル
・
粘
土
な

ど
を
楽
し
み
ま
す
。

　

活
動
に
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な

か
っ
た
子
も
、
親
子
で
回
数
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
り
活
動
の
流
れ
を
覚

え
、
一
つ
の
遊
び
に
集
中
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。（
保
育
士

の
動
き
を
ま
ね
、
活
動
の
手
伝
い
を

し
て
く
る
子
も
出
て
き
ま
し
た
）

※
毎
週
月
・
火
・
木
曜
日
の
午
前
10

時
15
分
～
45
分
で
、
火
曜
日
は
都
合

に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

地域子育て支援センターに
行ってみよう！

食
育
の
時
間

あ
そ
び
の
広
場

泉
ヶ
丘
保
育
園 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問い合わせ  泉ヶ丘保育園 ☎ 23‒6458
❀石岡市石岡 2‒19‒7
　http://www.ans.co.jp/n/izumigaoka/

市内 6 か所にある支援センターの
それぞれの取り組みを順番に紹介し
ていきます。第１回目は泉ヶ丘保育
園の取り組みです。

第１回

▲６月のあそびの広場はカタツムリと傘の
ぬり絵。季節を感じとり、出来上がった満
足感や友達に見てもらえる喜びを感じられ
るように、全員分を貼りました。

▲実物大の魚の絵を使い、その命をもらっ
て身体の一部になっていると伝えていま
す。また鮭の切り身の模型を使い、魚をき
れいに食べるため、どこに骨があるかなど
も説明しています。

ＨＰ
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が
す
理
由

高
等
学
校



か
が

や
き

の　未来を拓
ひ ひ

く　
男 ひ
ひ

と
女 ひ

ひ

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
い
合
わ
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
）
☎
２
２
・
２
９
５
０

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
30
分

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
地
域
の
つ
な
が
り
・
助
け
合
い

　

～
長
谷
川
幸
介
先
生 

講
演
「
み
ん
な
で
育
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
～

平
成
25
年
度 

第
１
回
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー

ハ ー モ ニ ー コ ー ナ ー

講
演
「
み
ん
な
で
育
む
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
開
催
日
時
・
場
所
な
ど

日
時　

８
月
25
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時 

開
演　

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡　

ひ
ま

　
　
　

わ
り
の
館　

介
護
研
修
室

講
師　

茨
城
大
学
准
教
授 

　
　
　

長
谷
川
幸
介
氏

入
場
料　

無
料

定
員　

30
人　

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

※
託
児
（
２
歳
～
就
学
前
ま
で
）
を

希
望
す
る
人
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
を
狙
っ
た
健
康
食
品
の

  「
送
り
付
け
商
法
」
に
注
意
！

事
例
1
「
３
か
月
前
に
注
文
を
受
け

た
健
康
食
品
が
で
き
た
の
で
送
る
」

と
い
う
電
話
が
突
然
か
か
っ
て
き
た

の
で
、
身
に
覚
え
が
な
い
と
断
る
と

「
注
文
を
受
け
て
生
産
し
て
い
る
か
ら

断
れ
な
い
」
と
強
引
だ
っ
た
。
代
引

配
達
で
お
金
を
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

事
例
2
一
人
暮
ら
し
の
母
の
家
か
ら

健
康
食
品
が
見
つ
か
っ
た
。
母
が
知

ら
な
い
と
言
っ
た
の
で
、
業
者
に
電

話
を
か
け
て
聞
い
た
と
こ
ろ
「
以
前
、

電
話
で
注
文
を
受
け
生
産
し
た
の
で

返
品
で
き
な
い
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

期
間
は
過
ぎ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。
母
は
注
文
し
た
こ
と
も

健
康
食
品
を
受
け
取
っ
た
こ
と
も
覚

え
て
い
な
い
。

問
題
点

・
申
し
込
ん
で
い
な
い
の
に
「
申
し

込
み
の
録
音
を
記
録
し
て
お
り
、
損

害
が
発
生
し
て
い
る
の
で
裁
判
を
起

こ
す
」と
消
費
者
を
不
安
に
さ
せ
る
。

　

さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー

は
、
男
女
が
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
と
も
に
活
躍
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
男
女
共
同
参
画
の
ほ
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教
育
論
な
ど
に
も

見
識
が
深
い
講
師
を
招
い
て
、
男
女

関
係
な
く
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う

視
点
か
ら
、
地
域
活
動
や
子
育
て
、

災
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
ま
す
。

・
特
定
商
取
引
法
で
、
勧
誘
に
先
立
っ

て
業
者
名
を
告
げ
る
こ
と
が
義
務
付
け

さ
れ
た
が
、
業
者
名
を
告
げ
な
か
っ
た

り
、尋
ね
て
も
答
え
な
い
場
合
が
多
い
。

・
断
っ
て
い
る
の
に
、
購
入
を
勧
め

た
り
、
再
度
電
話
を
か
け
る
行
為
は

特
定
商
取
引
法
の
拒
否
者
へ
の
再
勧

誘
禁
止
行
為
に
あ
た
る
。

・
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
断
り
切
れ
ず

に
承
諾
し
て
商
品
が
届
い
た
場
合

は
、
電
話
勧
誘
販
売
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
。（
書
面
の
交
付
義
務
）

・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
申
し
出
を
し

て
も
、
す
ぐ
に
返
金
に
応
じ
な
い
業

者
が
い
る
。

対
策
1
購
入
す
る
気
が
な
け
れ
ば
、

は
っ
き
り
「
い
り
ま
せ
ん
、
電
話
を
か

け
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
う
。

対
策
2
電
話
で
断
っ
た
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
商
品
を
送
り
付
け
て
き
た

時
は
宅
配
業
者
に
「
受
け
取
り
ま
せ

ん
」
と
伝
え
る
。

対
策
3
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
断
り
切

れ
ず
に
承
諾
し
て
商
品
が
届
い
た
場

合
は
、
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
る
。

　

申
し
込
ん
だ
覚
え
の
な
い
健
康
食

品
を
送
り
付
け
、
代
金
引
換
配
達
や

現
金
書
留
封
筒
で
支
払
わ
せ
る
強
引

な
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
先
生
が
男
女
共
同
参
画
に
興
味

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
．
両
親
と
も
保
護
司
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
経
験
年
数
が
短
い
父
親

の
方
が
叙
勲
を
受
け
、
母
が
も
ら
え

な
か
っ
た
時
の
両
親
の
困
惑
の
様
子

が
発
端
で
し
た
。

Ｑ
．
先
生
に
と
っ
て
、
男
女
共
同
参

画
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ
．「
個
性
が
生
か
さ
れ
る
社
会
」

を
創
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
．
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
主

に
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
か
。

Ａ
．
多
方
面
に
わ
た
り
ま
す
が
、
映

像
批
評
・
社
会
制
度
（
子
育
て
、
老

親
扶
養
な
ど
）
を
中
心
に
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
．
今
回
講
演
の
テ
ー
マ
は
「
み
ん

な
で
育
む
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で

す
が
、
男
女
共
同
参
画
の
観
点
を
通

し
て
考
え
る
と
、
ど
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
理
想
的
で
す
か
。

Ａ
．「
独
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
人

間
」
の
未
熟
性
を
補
え
る
よ
う
な
、

性
別
・
年
齢
別
の
間
仕
切
り
を
超
え

ら
れ
る
よ
う
な
関
係
で
す
ね
。

長
谷
川
先
生
、

男
女
共
同
参
画
っ
て
な
ん
で
す
か
？

日
時
　
７
月
11
・
18
・
25
日
（
木
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

市
役
所
１
階 

相
談
室

■
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家
庭

の
悩
み
、
女
性
の
抱
え
る
様
々
な
問
題

を
、
相
談
者
が
自
ら
の
力
で
解
決
で
き

る
よ
う
に
専
門
の
相
談
員
が
支
援
し
ま

す
。【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

広報いしおか７月 1 日号  №１８６　２4

　
　

俚　
　

謡　柿　

岡　

野
口
由
紀
子

親
の
願
い
と　

子
供
の
夢
を

　

乗
せ
て
大
空　

泳
ぐ
鯉

若　

松　

川
崎　

洋
子

春
の
天
気
は　

予
想
が
つ
か
ぬ

　

八
重
の
桜
に　

な
ご
り
雪

府　

中　

稲
田　

す
み

桜
見
ら
れ
る　

言
う
こ
と
な
し
の

　

春
へ
満
足　

顔
で
い
る

府　

中　

小
川
野　

蛙

少
子
晩
婚　

懐
事
情

　

泳
ぐ
場
所
な
い　

鯉
の
ぼ
り

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

桜
満
開　

お
花
見
日
和

　

君
の
誘
い
に　

散
る
も
花　

石　

岡　

東　

辻
が
華

野や

ぼ暮
な
人
で
も　

気
心
合
え
ば

　

二
人
三
脚　

苦
労
坂

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

赤
い
宝
石　

一
口
か
じ
り
ゃ

　

笑
顔
満
開　

イ
チ
ゴ
狩
り

川　

又　

関　
　

清
志

筑
波
山
裾　

菜
の
花
盛
り

　

里
は
端
午
の　

鯉
の
ぼ
り

下　

林　

白
井
冨
喜
江

続
く
不
況
に　

出
口
が
見
え
て

　

桜
満
開　

人
の
波

杉　

並　

助
川　

浩
史

進
む
少
子
化　

故
郷
の
空
に

　

や
っ
と
見
つ
け
た　

鯉
幟

鼈
（
す
っ
ぽ
ん
）
に
さ
れ
た
秀
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
現
地
指

揮
官
の
宇
喜
多
秀
家
が
諸
将
を
統
御

で
き
な
く
な
り
、
豊
臣
秀
吉
は
自
分

が
戦
場
に
行
く
と
言
い
出
し
た
。
徳

川
家
康
が
志
願
し
た
の
を
浅
野
長
政

が
止
め
て
「
殿
下
（
秀
吉
）
は
狐き
つ
ね
つ憑

き
に
な
ら
れ
た
…
」
と
朝
鮮
出
兵
の

愚
を
諷ふ
う
し刺
し
て
諌い
さ

め
た
。
そ
の
時
に

「
鼈
は
人
に
喰
い
つ
こ
う
と
し
て
、
人

に
喰
わ
れ
る
」
と
鼈
に
も
例
え
た
。

激
怒
し
た
秀
吉
は
斬
ろ
う
と
し
た
が

長
政
は
怯ひ
る

ま
ず
に
「
故ゆ
え

な
き
出
兵
」

を
非
難
し
続
け
た
。
蒲が
も
う
う
じ
さ
と

生
氏
郷
ら
が

長
政
を
庇か
ば

っ
て
謹
慎
さ
せ
て
い
た
と

こ
ろ
九
州
に
反
乱
が
起
き
浅
野
長
政

が
必
要
に
な
り
、秀
吉
は
長
政
に
謝
っ

た
と
言
う
。

　

戦
時
中
の
歴
史
は
「
豊
臣
秀
吉
の

朝
鮮
出
兵
」
を
美
談
化
し
て
い
る
が
、

戦
後
の
歴
史
書
に
は
愚
挙
と
し
て
扱

わ
れ
、
故
意
に
触
れ
な
い
著
書
も
多

い
。
攻
め
込
ま
れ
た
ほ
う
も
、
攻
め

込
ん
だ
ほ
う
も
言
語
に
絶
す
る
苦
労

を
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
は

文
永
・
弘
安
の
役
で
元げ
ん
（
蒙
古
）
軍
と
、

服
属
し
た
高こ
う
ら
い麗
の
兵
に
壱
岐
対
馬
が

侵
さ
れ
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
か

ら
、
そ
の
報
復
と
言
え
な
い
こ
と
も

無
い
が
三
百
年
以
上
も
経
っ
て
い
る
。

井　

関　

木
間
塚
具
子

葉
も
花
も
萼
も
異
な
る
在
来
種
日

本
た
ん
ぽ
ぽ
此
の
地
に
咲
け
り　

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

田
の
面
よ
り
昇
れ
る
も
や
に
日
の
射

せ
ば
白
鷺
一
羽
お
ご
そ
か
に
立
つ

国　

府　

太
田　
　

緑

一
生
を
百
五
と
さ
だ
め
想
い
居
り

二
年
を
い
か
に
楽
し
く
す
ご
さ
ん

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

上
を
向
き
十
字
に
白
き
花
水
木
看

に
く
る
人
を
和
ま
せ
て
お
り

東
石
岡　

田
村　

満
佐

満
開
と
は
こ
の
と
き
な
ら
む
お
ご
そ
か

に
牡
丹
の
花
の
占
む
る
大
き
さ

東
成
井　

小
島　

せ
ん

日
曜
の
喉
自
慢
に
歌
う
人
九
十
四
歳
と

そ
の
声
に
き
き
ほ
れ
励
ま
さ
れ
た
り

柴　

内　

羽
生　
　

俊

ト
ン
ネ
ル
抜
け
里
山
学
校
に
バ
ス
が
来
て

代
掻
き
や
田
植
え
の
エ
ン
ジ
ン
音
ひ
び
く

山　

崎　

荒
井　

幸
子

母
の
形
見
の
ス
カ
ー
フ
の
青
に
い
ち
め

ん
の
メ
モ
フ
イ
ラ
の
青
に
包
ま
れ
歩
む

山　

崎　

鈴
木　

君
江

山
の
木
々
に
藤
は
高
き
ま
で
咲
き
の
ぼ

り
咲
き
垂
ら
す
五
月
の
光
集
め
て

国　

府　

大
場　

和
子

三
伏
や
ひ
と
緩
慢
と
老
ゆ
る
な
り

総　

社　

山
口
美
津
子

帰
省
子
の
今
日
は
許
さ
う
好
き
勝
手

泉　

町　

石
神　

秋
羅

つ
つ
む
葉
に
母
の
影
置
く
柏
餅

　
　

東
光
台　

斉
藤　

茂
男

鰻
割
く
女
だ
て
ら
に
隠
し
酒

井　

関　

坂
本　

ふ
く

大
空
を
一
気
飲
み
す
る
鯉
の
ぼ
り

府　

中　

土
井　

湧
輔

雨
の
日
の
植
田
色
濃
く
匂
ひ
け
り

部　

原　

中
島
れ
い
子

せ
ゝ
ら
ぎ
と
若
葉
の
風
の
い
と
し
く
て

嘉
良
寿
理　

島
田
美
沙
生

里
山
の
風
に
乗
り
た
る
夏
つ
ば
め

瓦　

谷　

國
谷　

南
風

山
裾
の
小
町
の
墓
所
の
薄
暑
か
な

瓦　

谷　

萩
原　

梨
郷

墜
道
の
出
口
う
ぐ
ひ
す
日
和
か
な

文
芸
い
し
お
か

●
石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会

・
第
35
回　

夏
祭
り
民
謡
・
舞
踊

   

夢
の
競
演

【
日
時
】

７
月
14
日
（
日
）

開
演
午
前
９
時
30
分

【
場
所
】

中
央
公
民
館
大
講
堂

【
入
場
料
】
無
料

※
会
員
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

藤
岡
☎
２
６
・
１
０
７
４

●
排
禍
ば
や
し
保
存
会

・
排
禍
ば
や
し
奉
納

【
日
時
】
７
月
14
日
（
日
）

 

午
後
５
時
～
８
時

 

片
野
八
幡
神
社
祭
礼

※
巡
行
す
る
山
車
の
上
で
演
じ
ら
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

加
藤
☎
４
４
・
０
２
２
５

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

秀
吉
は
五
年
後
の
慶
長
三
年
に
危
篤

状
態
と
な
り
、
攻
め
た
朝
鮮
に
逆
襲

さ
れ
る
こ
と
を
最
後
ま
で
恐
れ
て
い

て
、
不
本
意
な
が
ら
も
徳
川
家
康
に

後
事
を
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

北
府
中　

梶
山
サ
ヨ
子

子
と
並
び
桜
の
下
で
金
魚
す
く
ひ

休
日
の
わ
れ
ひ
と
時
い
こ
ふ　
　
　

短　
　

歌
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ハ
サ
バ
ラ
村
で
の
３
年
に
わ
た
る
母
子
保

健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
も
う
少
し
で
終
了
し

ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
多
く
の

人
た
ち
に
支
え
ら
れ
研
修
な
ど
を
受
け
て
き

た
現
地
の
助
産
師
た
ち
は
、
こ
の
３
年
で
確

実
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
女
た
ち

だ
け
で
な
く
、
住
民
も
妊
婦
健
診
の
大
切
さ

な
ど
を
知
り
、
こ
の
３
年
で
健
診
を
受
け
る

人
は
４
倍
近
く
増
え
、
診
療
所
で
お
産
を
す

る
人
は
１
年
目
は
30
人
だ
け
だ
っ
た
の
に
３

年
目
に
は
１
７
９
人
に
も
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
変
化
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は

「
地
域
の
人
た
ち
自
身
で
や
っ
て
い
け
る
よ

う
に
す
る
」と
い
う
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

支
援
活
動
で
大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
地
域
の

人
々
が
ひ
と
り
立
ち
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
ひ
と
り
立
ち

で
き
る
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
、私
た
ち
が
去
っ
た
後
、ま
た
ゼ
ロ
に
戻
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
た
よ
り
⑤

石
岡
か
ら
、
世
界
へ

わが家のアイドル
　わが家のアイドル（小学生未満）           
を募集しています！お子さんの成長の
記念にいかがですか？
　掲載を希望する人は、秘書広聴課へ
連絡ください。市のホームページ（申
請書ダウンロード→「わが家のアイド
ル」掲載申請用紙）からも申し込み用
紙をダウンロードできます。

　　　　　　　　　　   青田
車と天気予報がとっても好
きな元気な男の子です。
わんぱくに育ってね。

菊地 悠
ゆう た

太ちゃん（1歳 2か月）

問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　

例
え
ば
、
診
療
所
の
会
計
管
理
や
読
み
書

き
の
で
き
な
い
村
の
助
産
師
た
ち
の
活
動
を

記
録
す
る
な
ど
の
仕
事
。こ
れ
ら
の
仕
事
は
、

今
ま
で
私
た
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
っ

て
き
た
た
め
、
ハ
サ
バ
ラ
村
の
住
民
た
ち
に

引
き
渡
す
の
は
、
互
い
に
相
当
な
労
力
と
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
転
ぶ
か
も
し
れ
な
い
、

時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
、
け
れ
ど
、

そ
こ
は
お
互
い
の
忍
耐
力
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

こ
う
し
た
引
き
継
ぎ
の
日
々
で
は
、
必
ず

問
題
に
ぶ
つ
か
り
、
正
直
泣
き
た
く
な
る
よ

う
な
毎
日
で
す
が
「
こ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ

て
ビ
ッ
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
必
ず
意
味
が
あ

る
！
」
と
同
僚
の
ス
ー
ダ
ン
人
と
、
日
々
励

ま
し
合
い
、良
い
状
態
が
続
く
こ
と
を
願
い
、

今
は
前
進
あ
る
の
み
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

櫻井 文
ふみ

さん
石岡市出身。府中中学校、
石岡第一高等学校卒業。看
護師経験を経て、青年海外
協力隊としてマダガスカル
へ。２年間の任期を終え、
現在は NGO ロシナンテス
の母子保健専門家として
スーダンで活動中。

　

ス
ー
ダ
ン
の
ハ
サ
バ
ラ
村
で
母
子
保
健
の

支
援
活
動
を
行
う
櫻
井
文
さ
ん
か
ら
「
大
切

な
ふ
る
さ
と
に
広
い
世
界
の
様
子
を
伝
え
た

い
」
と
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の

た
よ
り
。

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
支
援
活
動
の
成

果
を
地
域
に
根
付
か
せ
る
た
め
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
続
け
る
櫻
井
さ
ん
の
帰
国
前
の
日
々
を

紹
介
し
ま
す
。

▲村長たちとの会議。診療所をこれからど
う運営していくかについて話し合います
が、定期的に会議をもつには、こちらが働
きかけないとなかなか難しいことも…。

▲村で働く助産師たちの毎月のミーティン
グの様子。その月にあった事例を、お互い
に語り合うことで、学べるようにサポート
します。この時は、へその緒の模型をさり
げなく置いただけで、助産師たちがそれぞ
れ事例を語りだし、お互い新しい学びも
あったようです。
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　　　　　　　　　　   山崎
歌とダンスが大好きなわが
家のヒマワリ♥思いやりの
ある子に育ってネ。

潮田 有
あり さ

咲ちゃん（2歳 4か月 )
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